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令和５年度 学校評価報告書 
 

１ 学校教育目標                                                    ２ 今年度の学校重点目標 

こころ豊かに健やかに 夢を抱いて未来を創造する生徒の育成 

自ら学び 自ら考え 自ら行動 

 （１）命と人権の大切さを基盤にした、「豊かな心」を育成する教育を推

進する。 

（２）自主的・対話的で深い学びによる確かな学力の育成を推進する。 

（３）生徒の声を受け止め、理解に努める生徒指導を推進する。 

（４）特別支援教育を根幹に据え、個に応じた教育を推進する。 

（５）自己実現をめざした進路指導を推進する。 

（６）家庭や地域と連携した信頼と魅力のある学校づくりを推進する。 

（７）働きがいのある職場づくりを推進する。 

 

３ 総合的な自己評価                                                 ４ 総合的な学校関係者評価 

 学校教育目標やめざす生徒像・学校像の実現に向け、「生徒たちが自尊感

情を高め、命と人権を大切に考える」「教職員が危機管理に努める、生徒と

の信頼関係を築く」「地域の学校として、信頼され応援される学校になる」

ことに意識して取り組んできた。 

生徒は真面目に学習に取り組み、落ち着いて学校生活を送っている。生徒

の学校評価アンケート結果は、総合的に見て概ね良好である。また、保護者

の評価では、「よくあてはまる」「どちらかといえばあてはまる」とする肯定

的評価が、大半の項目において８割を超えている。一方、肯定的評価が７割

に満たない項目が、「学習に関すること」に集中している。次年度は、全教

職員でより一層の生徒理解に努め、一人ひとりの生徒が活躍できる場と機会

を設けることや、わかる授業と基礎基本の充実等に努めていかなければなら

ない。 

生徒・保護者・教職員ともに、地域との連携に関する項目についての結果

が低調であった。新型コロナウィルス感染症が５類に移行されたことにより

校外での活動は格段に増加している。しかし、その活動に参加しているのは

一部の生徒であり、学校全体としての取組が求められるところである。 

今後、地域との連携を強化した活動を通じて生徒の自己有用感を高め、学

習意欲向上につなげられるような「学校改革」を具現化し、次世代へ向けて

新たなスタートを切れるように取り組んでいきたい。 

  学校評価アンケートの結果は、生徒・保護者ともに肯定的評価の割合が

高く、学校の取り組みが充実していると感じた。９割に満たなかった項目

においても、保護者および生徒の評価は「施設設備」「地域行事」の項目

以外は概ね良好な結果が出ている。「施設設備」については、安心・安全

な学習環境づくりを第一に考え、対応を検討願う。「地域行事」について

は、中学生が参加する行事を増やしていき、学校と地域とが連携した取組

を充実していって欲しい。その他にも、アンケートの中にある保護者から

の自由記述の内容についても、一つひとつの意見を大切にする対応をお願

いする。 

 学校においては、人員配置に対する問題が毎年少なからず挙がっている

が、少しずつでも改善の方向へ向かっていることは評価したい。生徒一人

ひとりへの関りが増え、より一層の生徒理解に繋がり、学習支援の充実が

図られることを期待する。 

 今年度も昨年度に引き続き『ふれあい美化活動』に生徒が参加した。昨

年度よりも参加人数が増加し、継続した取組の成果であり、地域からの評

価も高かった。 

  

 

５ 評価結果  

自己評価 学校関係者評価 

分野・領域 評価項目（取組内容） 評価結果及び分析 改善の方策 学校関係者評価委員会の意見 

学習指導 わかる喜びと達成感を実感できる学習指導の工

夫と授業改善により、基礎基本の定着と学びに向

かう力の育成に努める。 

・生徒アンケートでは、

授業はわかりやすく、

意欲的に取り組んでい

るという肯定的な回答

が多い反面、家庭学習

の取組には課題を残す

結果となっている。 

・兵庫型学習システム

を国語、英語、数学で

導入し、少人数で個に

応じた指導を行った。 

・ドリルパークを活用

し基礎基本の定着を図

った。 

・個々に目標を持って、主体

的に学んでいけるよう学習

指導を進めていく。スモール

ステップで実現可能な目標

が持てるようアドバイスを

する。 

・学習相談の在り方を工夫

し、個に応じた指導や学習内

容の精選を検討する。 

・家庭学習が定着するよう

に、課題提示の工夫を行う。 

・基礎学力を向上させ、家庭学習

の定着を図るために、これからも

引き続き個に応じた支援が必要に

感じる。 

・肯定的な評価は高いものがある

が、欠席者に対する学習支援や不

登校生等が安心できる居場所作り

をお願いする。 

また、相談室の運営において、学

校支援ボランティア等の活用も検

討をお願いする。 

キャリア教育の充実、進路情報の提供、社会参画

する機会づくりにより、自尊感情を高め、自己実

現を図る。 

・保護者の評価におい

て、３年生は肯定的評

価が高いが、１，２年

生の保護者評価が低く

なっている。これは、

キャリア教育と進路指

導について十分な理解

を得られていないこと

によるものであると考

えられる。 

 

・３年生に配布している「進

路通信」の HP 掲載を継続す

る。また、１，２年生の保護

者にも十分周知してもらえ

るように広報する。 

・1 年生より、働くことや学

ぶことと自分の将来を結び

付けて考える機会を設ける

等、体験活動や社会に触れる

機会の充実を図る。 

 

・職場体験などの体験活動では、

事前・事後の指導において、地域

で活動している方々と連携した活

動を取り入れ、キャリア教育の充

実をお願いする。 

学校名 八景中学校 
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・校区幼小中学校で 12

年間を見据えて、「学び

のすがた」と「育ちの

すがた」を共有し、連

携を積極的に図った。 

・キャリア教育の意義とその

学習内容について情報発信

を丁寧に行っていく。また、

「キャリアパスポート」を核

として「キャリア教育」の研

究を校区内の小中学校で連

携して推進する。 

生徒指導 

いじめ防止 

教育相談の充実を図り、生徒の共感的理解に基づ

いた生徒指導とともに、不登校生徒や発達に係る

支援の充実に取り組む。 

・生徒指導について、

肯定的評価の割合が生

徒は９０パーセントを

超え、保護者には一定

の理解を得ている。教

育相談についても、生

徒は 95 パーセント、

保護者は８０パーセン

トを超える。 

・教育相談の時間をで

きる限り確保し、心の

ケアの充実を図った。 

・「共感的理解ができている

つもり」に陥らないよう、生

徒の意識や行動の変化を的

確に把握し、カウンセリング

マインドを大切にする。ま

た、一人ひとりの個を尊重し

た支える生徒指導を行うた

め、さらに研修を深める。 

・学級活動や道徳教育の充実

等により、生徒一人ひとりが

自己有用感を得られるよう

な機会を増やす。 

・終礼後の５分を大切にし

て、いつでも相談しやすい環

境の構築を図る。 

・SC や SSW 等の専門的見地

からの意見を参考に、不登校

生徒や支援の必要な生徒へ

丁寧に関わっていく。 

・不登校生徒への対応について、

ＳＣやＳＳＷ、子どもサポーター

等人員配置が増える予定であるこ

とは、大変有意義に感じる。今後

も生徒理解に一層努めてもらいた

い。 

 

本校「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじ

めの未然防止、早期発見・早期対応を図る。 

・「生徒アンケート」「保

護者アンケート」とも

に、いじめ問題につい

て肯定的評価の割合が

高かった。 

・人をばかにしたりか

らかったりという「い

じめ行為」をしていな

いと回答した生徒の割

合が伸び悩んでいるこ

とが課題である。 

・「いじめを絶対に許さない

学校」として、いじめ対応チ

ームを中心に、計画的かつ組

織的に対応できるように尽

力する。 

・生徒との信頼関係を基にし

た相談しやすい環境の構築

をめざし、聞くことと共感の

姿勢を心がけて関わってい

く。そのためにも、教師は「公

平・公正」であるという姿を、

全力で示していく。 

・肯定的評価が低い原因が何であ

るかも当然大切ではあるが、まず

は誰もが過ごしやすい空間を作っ

ていって欲しい。 

・生徒の声を聞き逃さないように

し、教職員間の情報共有を徹底す

る。 

・「いじめ行為」の項目で聞きたい

ことが評価できるような文言にす

るなどの工夫が必要である。 

研修 

（資質向上） 

特別支援教育の視点を生かし、個に応じた指導の

工夫、すべての生徒にわかりやすい授業改善に取

り組む。 

・互見授業を実施して、

授業改善を図ってい

る｡自主的にすべての

教員が相互に授業公開

を行い、授業力を高め

ることができた。 

・教職員評価の結果、

ICT 機器の活用率はた

いへん高い。学んだこ

とを主体的に活用し、

応用・発展していける

ような授業展開や教材

開発について、校内研

究会等を通して研究と

修養に努めている。 

・主体的、対話的で深い学び

にもつながる ICT 活用に係

る教員のスキルに格差があ

るので、個別の研修等を計画

し実践的指導力の向上を図

っていく。 

・時間的なゆとりをつくり、

振り返りができる機会を増

やす。 

・少人数のグループ学習を活

用し、学び合い、高め合う雰

囲気作りを行う。 

・家庭学習の定着や不登校生

徒の学習支援に向けての研

修を充実させる。 

・学校での ICT を活用した授業だ

けでなく、家庭学習においてもタ

ブレットを活用した学習なども積

極的に導入することが、家庭学習

の習慣化には必要と考える。内容

の精選も含め、適切な課題と、評

価が必要と考える。 

・タブレットを活用した不登校生

徒への支援などもできるようにな

ればよいと期待している。 

研修・研究体制の充実により、人権感覚・危機管

理能力の向上、専門性と実践的指導力、課題対応

能力を高める。 

・「義務教育９年間を通

して系統的・継続的な

主体的、対話的な深い

学び」を研究テーマと

して生徒につけたい力

を検討して、組織的に

取り組んだ。 

・中学校卒業時に身につけさ

せたい力を校区小学校とも

共有し、９か年計画で指導し

ていく。そのためにも、小中

連携を充実させて、小中一貫

教育の研究を推進する。ま

た、今年度実施した校区内の

・小中連携だけではなく、地域と

の連携を強化していくことが必要

であろう。様々な取組に保護者や

地域の協力が得られやすい工夫が

なくてはならない。 
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・各種委員会で情報共

有を図り､SC や SSW

等とも連携し､支援の

必要な生徒に対してよ

り丁寧な対応ができる

よう努めている｡ 

幼小中の教員を対象とした

全体研修を継続する。 

地域と連

携した開

かれた学

校づくり 

教育活動の公開や学校ホームページの更新など、

積極的な情報発信を行い、信頼される開かれた学

校づくりを推進する。 

・学校からの「情報発

信」では、保護者の肯

定的評価が 95 パーセ

ントに迫る高い評価を

得た。 

・HP のみならず、通

信やメール配信ととも

に、積極的な情報発信

を続けている。 

・各地域部会等の校外

行事においても、生徒

の発表の場を得て、学

校や生徒の様子を伝え

ることができた。 

・学校ホームページや学校だ

よりを効果的に活用し、適時

適切な情報発信を心がけ、さ

らに充実させていく。 

・学校だよりなどの情報がホーム

ページなどで随時更新されている

ことは今後も継続して取組をお願

いする。学校だよりなど保護者に

確実に手に渡ることができる取組

には改善を要する。 

 

生徒が地域で活動する機会の充実や地域の教育

力を生かした取組により、連携と協働の学校づく

りを進める。 

・地域行事が再開され、

双方向の行き来（生徒

が地域に、保護者や地

域の方が学校に）がで

きるようになった。 

・『地域ふれあい美化活

動』の取組は、地域で

も賞賛された。 

・各地域部会での『中

学生の発表』は大変好

評であり、活動の工夫

によって地域貢献でき

た。 

・地域の協力やボランティア

に感謝するとともに、生徒が

地域に出かける機会を多く

つくる。 

・昨年度から取り組んでいる

『地域ふれあい美化活動』の

ように、学校と地域が一体と

なって取り組める活動を継

続、熟成させていく。 

・地域の方が自由に来校でき

ればよいが、地理的にも物理

的にも難しい状況である。そ

れにかわる取組を、学校運営

協議会と模索していきたい。 

・『地域ふれあい美化活動』の取組

を継続し、参加した生徒も増加し

た。学校からの発信があったこと

が参加数の増加につながった。今

後も学校と地域が連携した活動を

望む。 

・学校と地域の連携を強化するた

めに、地域の方が学校へ行きやす

い行事や取組等を積極的に行い、

その仕組み作りをする必要があ

る。 

 


